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【プロフィール】 

立教大学大学院経済学研究科修了。政

府系金融機関勤務を経て日本生産性

本部入職。 

生産性に関する統計資料・経済分析が

専門。米国研究機関との研究活動やア

ジア・アフリカ諸国の政府機関に対す

る技術支援なども行っている。国際的

にみた日本の労働生産性など主要国

との比較にも詳しい。 

主な執筆物に「労働生産性の国際比

較」（日本生産性本部）、「人材投資のジレ

ンマ」（分担執筆、日本経済新聞出版）、「日

本経済の未来と生産性」（分担執筆、東

京大学出版会）、「新時代の高生産性経

営」（分担執筆、清文社）など。 
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＜講演概要＞ 
昨年 12 月、日本生産性本部

は、「労働生産性の国際比較
2025」を公表しました。 
 OECD デ ー タ に 基 づ く
2024 年の日本の時間当たり
労働生産性は、 60.1 ドル
（5,720 円）で、OECD 加盟
38 カ国中 28 位でした。 
 また、同月、「日本サービス大
賞」を発表しました。前回を上
回る 768 件の、分野も業態も
地域も多岐にわたる応募企業・
団体は、標的顧客への深い理
解をもとに、サービス資源を巧
みに統合し、価値共創のサービ
スイノベーションを力強く推進
しています。 

すでに先進のデジタル技術
の利活用は当たり前になって
いますが、同時に、サービスを
担う人のココロと身体で実現
する、手作り感に満ちたイノベ
ーションも健在です。また、き
め細かい需給マッチングや、超
精密というべき見事なセグメ
ンテーション、思いがけない経
営資源の組み合わせなど…生
産性向上の切り札というべき
受賞サービス事例をご紹介し
ます。 
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「生産性を向上させるためにすべきことは？」 

～参加申込書～ 
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◎締め切り：令和８年６月１０日（水） ※期限後はお問い合わせください 

◎「一般」の方は、お申込み受付後、請求書を郵送させていただきます 

◎お問合先：群馬県生産性本部 担当:新井 

 〒379-2166 群馬県前橋市野中町 361-2  TEL027-261-0603  
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